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そ
の
後
、昭
和
四
十
六
年
十
一
月
一
日

に
市
制
を
施
行
し
、「
座
間
市
」と
な
り
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

三
浦
郡
逗
子
町

　

三
浦
郡
逗
子
村
は
、他
の
六
村
と
と

も
に
明
治
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に

合
併
し「
田
越
村
」と
な
り
ま
す
が
、大

正
二
年
四
月
一
日
に
町
制
を
施
行
し
、

「
逗
子
町
」と
な
り『
逗
子
』の
名
を
復
活

さ
せ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
横
須
賀
周
辺
も
軍
都
建
設

の
た
め
昭
和
十
八
年
四
月
一
日
に
、三
浦

郡
逗
子
町
な
ど
六
町
村
が
横
須
賀
市
に

編
入
し
ま
す
。『
横
須
賀
軍
都
建
設
関
係

書
類
』に
は
、こ
の
編
入
に
関
す
る
記
録

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
に
な
る
と
旧
逗
子
町
地
域
も
独

立
の
意
識
が
高
ま
り
、昭
和
二
十
五
年
七

月
一
日
に
は
、旧
逗
子
地
域
が
独
立
し
て

「
逗
子
町
」と
な
り
二
度
目
の
復
活
を
果

た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、昭
和
二
十
九
年
四
月
十
五
日

に
市
制
を
施
行
し「
逗
子
市
」と
な
り
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

（
資
料
課　

齊
藤
達
也
）
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『
大
和
市
制
施
行
関
係
書
類
』は
、昭
和

三
十
四
年
に
大
和
町
が
市
制
を
施
行
す

る
と
き
に
書
類
で
す
が
、こ
の
中
に
鶴
見

村
か
ら『
大
和
村
』へ
の
改
称
の
理
由
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ー
シ
ン
渓
谷

　

ユ
ー
シ
ン
渓
谷
は
、丹
沢
の
中
を
流
れ

る
玄
倉
川
に
あ
る
渓
谷
で
、水
の
色
が
美

し
く『
ユ
ー
シ
ン
ブ
ル
ー
』と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

ユ
ー
シ
ン
渓
谷
は
、カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ

れ
ま
す
が
、漢
字
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

当
館
の
歴
史
的
公
文
書
を
探
し
ま
す

と
、ユ
ー
シ
ン
の
漢
字
表
記
ら
し
き
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

　
『
昭
和
十
六
年 

営
繕
課
第
五
号
』に
は
、

酒
匂
川
荒
廃
地
復
旧
工
事
の
文
書
の
中
に

「
有
信
」の
文
字
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、昭
和
二
十
五
年
度
の『
森
林
公

園
事
業
計
画
』の
釣
橋
修
理
に
関
す
る
文

書
の
中
に「
有
信
釣
橋
修
理
設
計
図
」が
あ

り
、『
有
信
』の
文
字
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
座
郡
座
間
町

　

高
座
郡
座
間
町
は
、他
の
七
町
村
と
と

も
に
昭
和
十
六
年
四
月
二
十
九
日
に
合

併
し
相
模
原
町
が
新
設
さ
れ
ま
す
。こ
れ

は
、こ
の
地
域
に
陸
軍
士
官
学
校
な
ど
軍

の
関
連
施
設
が
多
く
存
在
す
る
た
め
、軍

都
計
画
に
よ
っ
て
で
き
た
も
の
で
し
た
。

『
相
模
原
軍
都
建
設
連
絡
委
員
会
書
類
』

に
は
、こ
の
合
併
に
関
す
る
記
録
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、終
戦
と
な
り
軍
都
計
画
も
意

義
が
な
く
な
る
と
、旧
座
間
町
地
域
で
は

独
立
の
機
運
が
高
ま
り
、昭
和
二
十
三
年

九
月
一
日
に
遂
に
旧
座
間
町
地
域
は
、

「
高
座
郡
座
間
町
」と
し
て
独
立
し
ま
す
。

『
座
間
町
分
離
関
係
綴
』に
は
、独
立
の
経

緯
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
十
月
十
六
日（
水
）か
ら
令

和
二
年
四
月
三
十
日（
木
）ま
で
企
画
展

示「
歴
史
資
料
で
辿
る
神
奈
川
の
地
名
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、こ
こ
に
展
示
し
た
地
名
に
つ

い
て
の
話
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

高
座
郡
鶴
見
村

　

高
座
郡
鶴
見
村
は
、明
治
二
十
二
年
四

月
一
日
に
高
座
郡
深
見
村
、上
草
柳
村
、

下
草
柳
村
、下
鶴
間
村
の
四
村
が
合
併
し

て
で
き
た
村
で
す
が
、下
鶴
間
村
の『
鶴
』

と
深
見
村
の『
見
』だ
け
が
村
名
に
使
わ

れ
た
た
め
か
、争
い
が
起
こ
り
、僅
か
一

年
六
月
程
で
村
名
を
変
更
す
る
こ
と
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

新
し
い
村
名
は
、み
ん
な
仲
良
く
で
き

る
よ
う
に
と「
大
き
な
和
」と
い
う
意
味

を
込
め『
大
和
村
』と
し
た
そ
う
で
す
。歴史的公文書

「大和市制施行関係書類」

歴史的公文書
「森林公園事業計画」中の図

歴史的公文書「相模原軍
都建設連絡委員会書類」

歴史的公文書
「座間町分離関係綴」

歴
史
的
公
文
書
に
見
る
地
名
の
記
録

　
　
　
　  

企
画
展
示 「
神
奈
川
の
地
名
」 

か
ら



が
出
す
形
式
の
文
書
の
こ
と
で
す
。こ

の
資
料
は
関
東
管
領
で
あ
る
憲
顕
が
、

公
方
の
基
氏
の
命
令
を
承
け
て
出
し
た

奉
書
と
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、奉
書
の

う
ち
、命
令
を
伝
達
す
る
た
め
の
も
の

を
特
に
施
行
状（
し
ぎ
ょ
う
じ
ょ
う
）と

呼
び
ま
す
が
、こ
の
資
料
の
よ
う
に
管

領
が
出
す
管
領
施
行
状
は
特
に
重
要
な

文
書
で
し
た
。

　

こ
の
資
料
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

の
は
、現
在
の
小
田
急
線
本
厚
木
駅
周

辺
に
当
た
る
、毛
利
庄
厚
木
郷
と
い
う

土
地
の
支
配
に
関
す
る
事
柄
で
す
。こ

の
年
の
五
月
、厚
木
郷
の
半
分
は
鎌
倉

五
山
第
二
位
で
あ
る
円
覚
寺
の
正
続
院

と
い
う
塔
頭
の
領
地
と
な
り
ま
し
た
。

古
庄
と
座
間
の
両
名
が
正
続
院
へ
の
土

地
の
引
き
渡
し
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た

が
、三
浦
介
の
代
官
の
妨
害
に
よ
り
実

現
し
な
か
っ
た
た
め
、憲
顕
が
再
度
そ

の
執
行
を
命
じ
て
い
ま
す
。古
庄
は
厚

木
市
内
の
上
古
沢
・
下
古
沢
周
辺
、座
間

は
そ
の
名
の
通
り
座
間
市
域
を
拠
点
と

す
る
武
士
で
す
。ま
た
三
浦
氏
は
相
模

国
の
中
世
武
士
と
し
て
有
名
で
、相
模

の
守
護
を
務
め
る
時
期
も
あ
る
有
力
者

で
す
が
、こ
こ
で
は
鎌
倉
府
の
命
令
を

妨
害
す
る
立
場
で
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
土
地
を
巡
る
争
い
に
対

し
、非
法
行
為
を
停
止
・
排
除
し
、裁
定

し
た
領
主
に
沙
汰
付（
さ
た
し
つ
け
、土

地
を
引
き
渡
す
行
為
）す
る
こ
と
を
使

節
遵
行（
し
せ
つ
じ
ゅ
ん
ぎ
ょ
う
）と
い

い
ま
す
。一
般
に
は
将
軍（
関
東
公
方
）

→
管
領
→
守
護
→
遵
行
使
と
い
う
指
揮

命
令
系
統
で
遂
行
さ
れ
る
の
で
す
が
、

今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
佐
竹
和
泉
前
司
と

い
う
人
物
が
守
護
の
役
割
を
果
た
す
べ

く
、文
書
の
宛
先
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
人
物
は
常
陸
国（
茨
城
県
）
の
有

力
武
士
で
あ
る
佐
竹
氏
の
一
族
な
の
で

す
が
、相
模
国
と
の
繋
が
り
は
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
人
物
で
あ
る
た
め
、そ
の

立
場
に
つ
い
て
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

毛
利
庄
厚
木
郷
に
関
す
る
係
争
は
、

相
手
を
変
え
な
が
ら
の
ち
の
ち
ま
で
続

い
て
お
り
、関
連
資
料
も
か
な
り
残
さ

れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は『
厚

木
市
史
』中
世
資
料
編
に
写
真
付
き
で

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。多
様
な
資
料
に

触
れ
る
の
は
古
文
書
を
勉
強
す
る
上
で

大
切
で
す
が
、一
つ
の
テ
ー
マ
に
関
す

る
資
料
を
集
中
的
に
見
る
こ
と
も
、資

料
用
語
や
時
代
背
景
を
共
有
出
来
る
点

か
ら
有
効
な
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。そ

う
し
た
意
味
で
は
こ
の
上
杉
憲
顕
奉
書

を
始
め
と
す
る
毛
利
庄
厚
木
郷
の
関
係

資
料
は
、中
世
の
土
地
に
関
わ
る
古
文

書
に
つ
い
て
勉
強
す
る
上
で
恰
好
の

資
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

（
資
料
課　

渡
辺
真
治
）
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室
町
時
代
に
は
京
都
に
幕
府
が
置
か

れ
る
一
方
、鎌
倉
に
は
小
幕
府
と
言
う

べ
き
鎌
倉
府
が
置
か
れ
、東
国
を
支
配

し
ま
し
た
。神
奈
川
県
立
公
文
書
館
に

は
こ
の
鎌
倉
府
に
関
す
る
資
料
が
数
点

所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。令
和
元
年
度
古

文
書
講
座
入
門
編
秋
で
は
、第
四
回
目

（
九
月
十
四
日
）に
こ
の
中
か
ら
上
杉
憲

顕
奉
書（ID

：2200930203

）を
取
り
上

げ
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

上
杉
憲
顕（
う
え
す
ぎ
の
り
あ
き

１
３
０
５
～
１
３
６
８
）
は
室
町
幕
府

の
初
代
将
軍
で
あ
る
足
利
尊
氏
の
母

方
の
従
兄
弟
で
、の
ち
に
関
東
管
領

を
代
々
務
め
た
山
内
上
杉
氏
の
祖
と

な
っ
た
人
物
で
す
。鎌
倉
府
を
主
導
し

た
尊
氏
の
弟
の
直
義
や
息
子
の
義
詮
・

基
氏
を
補
佐
し
ま
し
た
。観
応
の
擾
乱

と
呼
ば
れ
る
室
町
幕
府
の
内
乱
で
は
、

直
義
と
結
ん
で
尊
氏
と
対
抗
し
て
い

ま
す
。今
回
紹
介
す
る
資
料
は
、観
応

二（
１
３
５
１
）年
七
月
と
い
う
、ま
さ

に
観
応
の
擾
乱
の
最
中
の
も
の
に
な

り
ま
す
。

　

奉
書
と
い
う
の
は
上
位
者
の
命
令
を

奉
じ
て
家
来
や
右
筆
と
呼
ば
れ
る
秘
書

毛
利
庄
厚
木
郷
の
資
料
を
読
む

　 

― 

古
文
書
講
座
で
紹
介
し
た
資
料
か
ら 

―



　

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
業
務
検
証
委

員
会
か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、閲
覧
制
限

の
審
査
基
準
の
制
定
、神
奈
川
県
立
公
文

書
館
条
例
施
行
規
則
の
改
正
、神
奈
川
県

立
公
文
書
館
公
文
書
等
選
別
基
準
の
改

正
を
、有
識
者
の
意
見
を
聴
取
し
、パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
上
で
行

い
ま
し
た
。そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆  

閲
覧
制
限
の
審
査
基
準
の
制
定

　

審
査
の
透
明
性
を
確
保
し
つ
つ
、個
人

に
関
す
る
情
報
等
に
配
慮
し
た
審
査
を

行
う
た
め
に
、こ
れ
ま
で
の
内
規
等
を
改

め
、閲
覧
制
限
の
審
査
基
準
と
し
て
公
表

し
ま
し
た
。

　

審
査
基
準
で
は
、閲
覧
制
限
で
き
る
情

報
の
判
断
基
準
や
30
年
を
経
過
し
て
も

な
お
制
限
す
べ
き
情
報
と
目
安
と
す
る

制
限
期
間
を
定
め
て
い
ま
す
。

◆  

規
則
の
改
正

　

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
条
例
施
行
規

則
で
は
、こ
れ
ま
で
、閲
覧
制
限
情
報
に

該
当
す
る
か
の
確
認
期
限
に
つ
い
て
、30

年
が
経
過
し
て
い
な
い
公
文
書
館
資
料

は
、10
日
以
内
に
、30
年
を
超
え
た
文
書

に
つ
い
て
は
、「
速
や
か
に
」と
規
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

閲
覧
制
限
情
報
の
確
認
に
十
分
な
期

間
を
確
保
す
る
た
め
に
、情
報
公
開
制
度
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と
同
様
に
、15
日
以
内（
事
務
処
理
上
の
困

難
が
あ
る
場
合
は
さ
ら
に
延
長
可
）に
、確

認
す
る
よ
う
規
則
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

な
る
べ
く
速
や
か
に
確
認
を
行
う
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、利
用
者
の

皆
様
に
は
、ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、昨
年
４
月
か
ら
新
公
文
書
館
情

報
管
理
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
、資
料
の
検
索
、閲
覧
の
予
約

申
込
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。予

約
し
て
い
た
だ
く
と
、事
前
に
閲
覧
制
限

情
報
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆  

評
価
選
別
基
準
の
改
正

　

引
き
渡
さ
れ
た
公
文
書
の
す
べ
て
を

保
存
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、

公
文
書
館
で
は
、歴
史
を
後
世
に
継
続
的

に
伝
え
る
た
め
に
重
要
な
も
の
を
選
別

し
て
保
存
し
、そ
れ
以
外
の
も
の
は
廃
棄

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、戦
前
の
公
文
書
等
は
数
が

少
な
く
貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
、昭
和
20

年
以
前
に
作
成
し
、又
は
取
得
し
た
公
文

書
等
は
、す
べ
て
選
別
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
し
た
が
、昭
和
20
年
代
の
連
合
国
軍

に
よ
る
占
領
時
や
戦
後
復
興
期
の
公
文

書
等
に
つ
い
て
も
、県
や
県
民
生
活
に
係

る
貴
重
な
歴
史
資
料
と
し
て
保
存
す
べ

き
こ
と
か
ら
、昭
和
30
年
以
前
に
作
成
又

は
取
得
し
た
公
文
書
等
に
つ
い
て
、す
べ

て
選
別
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
資
料
課
長　

髙
﨑
保
幸
）

【
休
館
日
】

　

月
曜
日
、国
民
の
祝
日
及
び
祝
日
が

月
曜
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
、年
末
年

始
12
月
28
日
～
１
月
４
日

【
利
用
方
法
】

　

閲
覧
室
に
開
架
さ
れ
て
い
る
資
料
は

自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。ま
た
、書
庫
内

の
資
料
は
受
付
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
展
示
見
学
は
無
料
で
す
。ご
自
由
に

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

自
治
会
や
学
校
な
ど
各
種
団
体
の
見

学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

会
議
室
は
施
設
利
用
予
約
シ
ス
テ
ム

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、空
調

設
備
工
事
に
よ
り
、ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、会
議
室
は
令
和
２
年
８
月

か
ら
令
和
３
年
３
月
ま
で
ご
利
用
で
き

な
く
な
り
、閲
覧
室
は
一
時
期
移
動
す

る
予
定
で
す
。

公
文
書
館
の
利
用
案
内

　

当
館
で
は
県
が
作
成
し
た
歴
史
的
に

重
要
な
文
書
や
、神
奈
川
に
関
わ
り
の

あ
る
古
文
書
、図
書
な
ど
を
収
集
、保
存

し
て
い
ま
す
。　

　

令
和
２
年
度
前
期
の
事
業
計
画
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◆  

古
文
書
講
座
応
用
編

　

  （
定
員
１
０
０
名
、全
５
回
）

　

令
和
２
年
６
月
28
日（
日
）か
ら

　

令
和
２
年
７
月
26
日（
日
）ま
で

◆  

夏
休
み
親
子
講
座

　

令
和
２
年
７
月
25
日（
土
）

◆  

収
蔵
資
料
展
示

　

当
館
が
所
蔵
す
る
資
料
の
中
か
ら
特

に
ご
紹
介
し
た
い
資
料
や
特
徴
の
あ
る

資
料
を
展
示
し
ま
す
。

◆  

常
設
展
示

　「
公
文
書
館
の
仕
事
紹
介
」

　

当
館
１
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
当
館
の
業

務
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
利
用
時
間
】

　

閲
覧
室　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

会
議
室　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

講
座
の
ご
案
内

展
示
の
ご
案
内

館
利
用
の
ご
案
内

ー 交通の案内 ー
電車の場合  相鉄線「二俣川駅」（横浜駅から急行で11分）下車、
　　　　　  徒歩17分又は相鉄バス「運転免許センター循環」で
　　　　　  「運転免許センター」下車徒歩3分
車の場合　  「保土ヶ谷バイパス」本村インターから6分

業
務
検
証
委
員
会
の

提
言
を
踏
ま
え
た

業
務
改
善


